
由
来
、
天
台
大
師
智
頭
の
独
創
と
い
わ
れ
る
三
因
仏
性
説
は
『
法
華
玄
義
』
五
下
、
同
九
下
、
『
法
華
文
句
』
四
下
、
同
七
上
、
同
九

下
、
同
十
上
、
『
摩
訶
止
観
』
五
上
、
同
五
下
、
『
金
光
明
経
玄
義
』
上
、
同
下
、
『
観
音
玄
義
』
上
、
『
三
観
義
』
下
、
『
四
教
義
』

十
一
等
に
見
ら
れ
る
が
、
今
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
三
因
仏
性
説
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
れ
に
基
い
て
、
こ
れ
ら
智
頭
の
撰
或
は
説
と

い
わ
れ
る
諸
疏
の
成
立
と
筆
者
に
つ
い
て
少
し
く
考
察
を
加
え
て
ぷ
た
い
と
思
う
。

右
の
智
頭
の
撰
説
の
う
ち
、
『
三
観
義
』
と
『
四
教
義
』
は
智
頭
が
開
皇
十
五
年
（
五
九
五
）
に
晋
王
（
後
の
蝪
帝
）
の
た
め
に
述
作

し
た
『
維
摩
経
玄
義
』
か
ら
離
出
し
た
も
の
で
、
智
頭
の
親
撰
書
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
最
初
に
之
ら
二
書
の
三
因
仏
性
説
か
ら
検
討
を
始

め
、
次
に
章
安
大
師
灌
頂
が
筆
録
さ
れ
た
こ
と
が
明
瞭
と
さ
れ
て
い
る
三
大
部
に
及
び
、
最
後
に
そ
の
他
の
経
疏
を
討
尋
し
て
象
よ
う
。

三
観
義
巻
下

Ａ
故
浬
梁
経
云
。

三
観
義
で
は
三
因
仏
性
を
次
の
よ
う
に
三
箇
所
に
亘
っ
て
述
べ
て
い
る
。

天
台
智
嶺
の
仏
性
説

一
乗
者
名
為
二
仏
性
一
。
仏
性
者
亦
一
・
非
一
・
非
一
非
非
一
・
云
何
名
為
二
亦
二
。
謂
一
切
衆
生
悉
是
一
乗
故
。
云
何

一

若
杉
見
龍
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（
３
）

右
の
文
の
要
旨
は
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
『
浬
樂
経
』
の
「
仏
性
者
亦
一
」
の
亦
一
と
は
一
切
衆
生
は
悉
く
一
乗
な
る
故
に
い
わ

れ
る
。
そ
れ
は
一
念
の
無
明
に
十
法
界
を
具
し
、
衆
生
が
悉
く
正
因
仏
性
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
正
因
仏
性
と
は
是
れ
理
で
あ
り
、
本

有
の
一
乗
で
あ
る
。
「
非
一
」
と
は
数
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
縁
因
仏
性
の
こ
と
で
あ
り
、
縁
因
仏
性
と
は
二
種
荘
厳
の
一
つ

の
福
徳
荘
厳
で
あ
る
。
福
徳
荘
厳
と
は
六
度
の
う
ち
智
慧
を
除
く
他
の
五
度
の
行
を
福
徳
と
い
い
、
こ
の
五
度
の
行
を
積
ん
で
身
の
飾
り

と
す
る
こ
と
を
い
う
が
、
こ
れ
は
有
為
・
有
漏
の
行
で
あ
り
、
声
聞
の
法
で
あ
り
、
こ
れ
を
分
け
て
三
乗
と
し
て
説
か
れ
る
。
「
非
一
非

非
一
」
と
は
数
と
も
数
で
な
い
と
も
決
定
し
な
い
こ
と
を
い
い
、
即
ち
了
因
仏
性
を
い
う
の
で
あ
る
。
了
因
仏
性
と
は
智
慧
荘
厳
で
あ

り
、
智
慧
荘
厳
と
は
六
度
の
う
ち
の
智
慧
波
羅
蜜
を
行
ず
る
こ
と
に
よ
り
身
の
飾
り
と
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
地
か
ら
一
地

に
至
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
因
仏
性
の
大
旨
を
み
る
に
、
衆
生
本
有
の
理
性
を
正
因
仏
性
、
六
波
羅
蜜
の
う
ち
、
前

五
度
の
福
徳
荘
厳
を
縁
因
仏
性
、
第
六
度
の
智
慧
荘
厳
を
了
因
仏
性
と
説
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

ま
た
続
け
て
、

三
観
義
巻
下

Ｂ
大
智
論
云
。
十十

荘漏有名
厳 。 二 二
能是正非
従声因一
二聞仏~b

蕊:蓑,
垂襄閥琴
地へ法性故
~b輪豊農
芸理何

乗良;韮
也本非
。有非
非之一

．

非乗数
非也非
一 。数
数数不
非法二

葉毒臺
展是故
定縁 ・
一 因一
者仏切
。畔宰

云何非一非非一・数非数不二決定一故。一切衆

二
因
縁
有
一
三
種
道
一
。

生
即
一
乗
者
。
一
念
無
明
具
二
十
法
界
一
・
衆
生
悉

是
理
。
即
本
有
之
一
乗
也
。
数
法
者
即
是
縁
因
仏
性
。
縁
因
仏
性
即
是
福
徳
荘
厳
。
福
徳
荘
厳
有
為
有

説
二
三
乗
一
也
。
非
一
非
非
一
数
非
数
不
二
決
定
一
者
。
即
了
因
仏
性
。
了
因
仏
性
即
是
智
慧
荘
厳
。
智
慧

（
４
）

一
者
煩
悩
道
。
二
者
業
道
。
三
者
苦
道
。
苦
道
七
支
即
是
正
因
仏
性
。
煩
悩
道
三
支
即
是
了
因
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こ
こ
で
は
『
維
摩
経
』
か
ら
三
文
を
引
用
し
、
有
身
、
六
入
は
苦
道
で
あ
る
か
ら
正
因
仏
性
、
無
明
を
了
因
仏
性
、
十
不
善
道
を
縁
因

仏
性
に
あ
て
は
め
範
如
来
種
と
仏
性
と
は
同
意
語
で
あ
る
と
釈
し
て
い
る
。
更
に
三
因
仏
性
相
互
の
関
係
と
三
徳
浬
藥
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
四
教
義
に
お
い
て
説
い
て
い
る
。
因
承
に
四
教
義
で
三
因
仏
性
に
触
れ
て
い
る
所
は
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。

右
の
文
に
よ
れ
ば
、
十
二
因
縁
を
三
道
に
分
ち
、
苦
道
の
七
支
を
正
因
仏
性
、
煩
悩
道
の
三
支
を
了
因
仏
性
、
業
道
の
二
支
を
縁
因
仏

性
と
す
る
が
、
生
死
の
苦
は
即
ち
法
性
で
あ
る
か
ら
正
因
仏
性
、
無
明
を
転
じ
て
明
と
な
し
、
惑
に
由
る
が
故
に
解
が
あ
る
の
が
了
因
仏

性
。
悪
行
を
転
じ
て
善
行
を
な
し
、
悪
に
由
る
が
故
に
善
が
あ
る
の
が
縁
因
仏
性
で
あ
り
、
仏
性
の
因
を
三
種
仏
性
と
名
け
、
果
を
三
徳

浬
藥
と
名
け
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
更
に
ま
た
仏
性
と
如
来
種
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

三
観
義
巻
下

（
⑥
⑥
）

Ｃ
間
日
。
仏
性
有
し
三
・
如
来
種
亦
有
し
三
耶
。
答
日
。
種
亦
有
し
三
。
経
言
二
有
身
為
し
種
。
六
入
為
Ｐ
種
。
即
苦
道
。
正
因
如
来
種
。
正
因

（
９
）
へ
皿
）

仏
性
之
異
名
也
。
経
言
二
無
明
貧
悪
為
し
種
。
六
十
二
見
為
Ｐ
種
。
即
是
了
因
如
来
種
。
了
因
仏
性
之
異
名
也
。
経
言
二
十
不
善
道
為
Ｐ
種
。

、
）

即
縁
因
如
来
種
。
縁
因
仏
性
之
異
名
也
。
種
之
与
レ
性
義
類
相
扶
故
。

（
５
）

仏
性
。
業
道
二
支
即
是
縁
因
仏
性
。
故
浬
藥
経
云
。
十
二
因
縁
名
為
二
仏
性
一
。
仏
性
不
し
出
二
三
種
。
一
因
名
二
三
種
仏
性
一
。
果
名
二
三
徳

浬
藥
一
。
所
以
者
何
ｏ
七
支
苦
即
法
性
五
陰
。
故
属
二
正
因
仏
性
一
。
浬
薬
経
云
。
無
明
有
愛
是
二
中
間
則
有
二
生
死
一
。
名
為
二
中
道
一
。

（
６
）
（
７
）

中
道
者
即
仏
性
ｏ
若
転
二
無
明
一
以
為
レ
明
ｏ
由
し
惑
故
解
。
此
即
了
因
仏
性
。
転
二
悪
行
一
為
二
善
行
一
。
由
し
悪
故
善
。
此
即
縁
因
仏
性
。

四
教
義
巻
第
十
一
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右
の
文
は
初
発
心
住
（
初
住
位
）
を
明
す
中
、
発
心
と
は
三
種
心
発
、
住
と
は
三
徳
浬
藥
な
り
と
明
示
し
、
先
づ
三
種
心
発
を
説
く
。

三
種
の
心
発
と
は
縁
因
善
心
発
、
了
因
慧
心
発
、
正
因
理
心
発
で
あ
る
が
、
縁
因
善
心
発
と
は
衆
生
が
無
量
劫
よ
り
こ
の
か
た
、
低
頭
合

掌
、
弾
指
散
華
し
、
菩
提
心
を
発
し
て
、
慈
悲
誓
願
の
心
を
懐
き
、
布
施
等
の
五
度
を
修
し
、
一
切
の
善
根
が
一
時
に
開
発
し
て
、
一
心

に
万
行
・
諸
波
羅
蜜
を
具
足
す
る
の
を
い
う
。
了
因
慧
心
発
と
は
衆
生
が
無
量
劫
よ
り
こ
の
か
た
、
大
乗
経
の
全
部
、
乃
至
一
句
偶
を
聞

き
、
受
持
・
読
・
調
・
解
脱
・
書
写
し
、
観
行
修
習
し
た
あ
ら
ゆ
る
智
慧
が
一
時
に
開
発
し
、
仏
・
菩
薩
の
無
漏
智
を
発
す
る
の
を
い

う
。
正
因
理
心
発
と
は
、
衆
生
は
無
始
以
来
、
仏
性
真
心
が
常
に
無
明
に
よ
っ
て
隠
覆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
縁
因
・
了
因
の
力
が

無
明
の
闇
を
破
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
性
・
真
心
が
明
瞭
に
顕
わ
れ
る
の
を
い
う
。
こ
の
三
種
の
心
が
開
発
さ
れ
る
の
を
発
心
と
い
う
の

で
あ
る
。
三
徳
と
は
法
身
・
般
若
・
解
脱
を
い
う
が
、
こ
の
三
は
縦
な
ら
ず
、
横
な
ら
ず
、
不
一
不
異
・
非
前
非
後
の
関
係
で
、
梵
字
の

伊
の
文
字
、
・
あ
如
き
で
、
之
を
秘
密
蔵
と
い
う
。
真
実
心
（
真
心
）
の
発
し
た
の
が
法
身
、
了
因
心
の
発
し
た
の
が
般
若
、
縁
因
心
の

云
何
名
為
二
三
種
心
発
一
。
一
者
縁
因
善
心
発
。
二
者
了
因
慧
心
発
。
三
者
正
因
理
心
発
。
一
縁
因
善
心
発
者
。
衆
生
無
量
劫
来
。
所
有

低
頭
合
掌
。
弾
指
散
華
発
菩
提
心
。
慈
悲
誓
願
布
施
持
戒
忍
辱
精
進
禅
定
等
。
一
切
善
根
一
時
開
発
。
一
心
具
二
足
万
行
諸
波
羅
蜜
一
也
。

二
了
因
慧
心
発
者
。
衆
生
無
量
劫
来
。
聞
二
大
乗
経
一
・
乃
至
一
句
一
偶
受
持
読
調
解
説
書
写
。
観
行
修
習
所
有
智
慧
。
一
時
開
発
成
二

真
無
漏
一
也
。
三
正
因
理
心
発
者
。
衆
生
無
始
已
来
ｐ
仏
性
真
心
常
為
三
無
明
之
所
二
隠
覆
一
・
縁
了
両
因
力
。
破
二
無
明
闇
一
朗
然
圓
顕
也
。

此
三
種
心
開
発
故
。
名
二
之
発
心
一
也
。
二
住
三
徳
浬
樂
名
し
之
為
し
住
者
。
一
法
身
。
二
般
若
。
三
解
脱
。
此
三
不
縦
不
横
。
如
二
世
伊

字
一
名
二
秘
密
蔵
一
。
真
実
心
発
即
是
法
身
。
了
因
心
発
即
是
般
若
。
縁
因
心
発
即
是
解
脱
。
三
心
既
発
同
二
世
伊
字
一
。
仮
名
行
人
。
以
二

（
遮
）

不
住
法
一
住
二
此
三
心
一
。
即
是
住
二
於
三
徳
浬
薬
秘
密
之
蔵
一
。
故
言
二
初
発
心
住
一
也
。
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発
し
た
の
が
解
脱
で
、
三
心
の
発
す
る
仕
方
は
同
時
で
あ
っ
て
、
何
れ
が
先
、
何
れ
が
後
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
仮
名
の
行
人
（
十
信
位

の
菩
薩
）
が
不
住
の
法
を
以
っ
て
、
こ
の
三
心
に
住
す
れ
ば
、
三
徳
浬
藥
、
秘
密
蔵
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で

因
と
し
て
の
縁
因
・
了
因
の
二
心
の
発
心
の
仕
方
及
び
縁
了
二
因
の
力
に
よ
っ
て
、
正
因
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
、
更
に
は
果
と
し
て
の
三

徳
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

品
第
一
の
文
を
引
用
し
て
い
る
の

妙
法
蓮
華
経
玄
義
巻
第
五
下

Ａ
一
総
明
二
三
軌
一
者
。
一
真
性
軌
。
二
観
照
軌
。
三
資
成
軌
。
名
雛
し
有
し
三
。
祗
是
一
大
乗
法
也
。
経
日
。
十
方
諦
求
更
無
二
余
乗
一
唯
一

（
蝿
）

仏
乗
ｏ
一
仏
乗
即
具
二
三
法
一
・
亦
名
二
第
一
義
諦
一
。
亦
名
二
第
一
義
空
一
。
亦
名
二
如
来
蔵
一
・
此
三
不
二
定
三
一
。
三
而
論
レ
ー
。
一
不
二
定

三
ｏ
一
而
論
レ
三
。
不
可
思
議
。
不
し
並
不
レ
別
。
伊
字
天
目
。
故
大
経
云
。
仏
性
者
亦
一
・
非
一
・
非
一
非
非
一
・
亦
一
者
一
切
衆
生

悉
一
乗
故
ｏ
此
語
二
第
一
義
諦
一
。
非
一
者
如
レ
是
数
法
故
。
此
語
二
如
来
蔵
一
・
非
一
非
非
一
・
数
非
数
法
不
二
決
定
一
故
。
此
語
二
第
一
義

（
妬
）

Ｂ
三
類
通
三
仏
性
者
。
真
性
軌
即
是
正
因
性
。
観
照
軌
即
是
了
因
性
。
資
成
軌
即
是
縁
因
性
。
故
下
文
云
。
汝
実
我
子
。
我
実
汝
父
。
即

『
法
華
玄
義
』
に
お
い
て
三
因
仏
性
に
触
れ
て
い
る
主
な
箇
所
は
三
箇
所
が
数
え
ら
れ
る
が
、
最
初
の
類
通
三
仏
性
を
明
す
段
は
三
軌

の
説
明
中
に
見
ら
れ
、
三
軌
を
明
す
箇
所
に
お
い
て
は
前
記
の
『
三
観
義
』
中
の
引
用
文
と
同
様
に
『
浬
藥
経
』
（
南
本
）
師
子
乳
菩
薩

姉
第
一
の
文
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
そ
の
文
も
挙
げ
て
お
こ
う
。

（
Ｍ
）

空
一
・

一
一
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右
の
二
文
を
通
じ
て
象
る
に
、
『
浬
薬
経
』
（
南
本
）
師
子
乳
品
の
「
仏
性
者
亦
一
」
の
亦
一
を
第
一
義
諦
と
し
、
こ
れ
を
真
性
軌
に

当
て
、
「
非
こ
を
如
来
蔵
と
し
、
こ
れ
を
資
成
軌
に
当
て
、
「
非
一
非
非
こ
を
第
一
義
空
と
し
、
こ
れ
を
観
照
軌
に
当
て
、
そ
の
次

に
真
性
軌
を
正
因
性
、
観
照
軌
を
了
固
性
、
資
成
軌
を
縁
因
性
に
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
玄
義
』
の
文
に
よ
る
限
り
、
何

故
に
真
性
軌
を
正
因
性
に
、
観
照
軌
を
了
因
性
に
、
資
成
軌
を
縁
因
性
に
当
て
る
か
に
つ
い
て
は
何
ら
の
説
明
も
な
い
の
で
あ
る
が
、

『
三
観
義
』
に
お
い
て
、
「
仏
性
者
亦
一
」
の
「
亦
一
」
を
正
因
仏
性
に
、
「
非
一
」
を
縁
因
仏
性
に
、
「
非
一
非
非
一
」
を
了
因
仏
性

に
配
し
て
い
る
の
を
象
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
『
玄
義
』
の
こ
の
箇
所
は
『
三
観
義
』
の
三
因
仏
性
義

（
副
）

を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
部
分
で
は
な
か
ろ
う
か
。

類
通
三
仏
性
で
は
三
軌
を
三
仏
性
に
配
し
た
上
で
、
三
仏
性
を
『
法
華
経
』
の
文
に
配
し
て
、
「
汝
実
我
子
我
実
汝
父
」
は
正
因
仏
性
、

「
我
昔
教
汝
無
上
道
故
、
一
切
智
願
猶
在
不
失
」
の
智
は
了
因
性
、
願
は
縁
因
性
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
、
「
我
不
敢
軽
於
汝
等
。
汝
等

皆
当
作
仏
」
は
正
因
性
、
「
是
時
四
衆
以
読
調
衆
経
」
は
了
因
性
、
「
修
諸
功
徳
」
は
縁
因
性
で
あ
る
と
述
べ
、
ま
た
、
「
長
者
諸
子
。

若
十
。
二
十
。
乃
至
三
十
」
は
三
種
仏
性
。
「
種
種
性
相
義
。
我
已
悉
知
見
」
の
．
「
種
種
性
」
と
い
う
の
は
三
種
仏
性
で
あ
る
と
説
い
て

い
る
。 正

因
性
。
又
云
。
（
肥
）

等
皆
当
二
作
仏
一
。

十
。
乃
至
三
輪
）

妙
法
蓮
華
経
玄
義
巻
第
九
下

（
肥
）
（
”
）

我
昔
教
二
汝
無
上
道
一
故
一
切
智
願
猶
在
不
し
失
・
智
即
了
因
性
。
願
即
縁
因
性
。
又
云
。
我
不
包
敢
軽
二
於
汝
等
一
・
汝

（
叩
）
（
釦
）

即
正
因
性
。
是
時
四
衆
以
読
一
議
衆
経
一
。
即
了
因
性
。
修
二
諸
功
徳
一
即
縁
因
性
。
又
云
。
長
者
諸
子
。
若
十
。
二

（
理
）
（
魂
）

此
即
三
種
仏
性
。
又
云
。
種
種
性
相
義
。
我
巳
悉
知
見
。
既
言
一
種
種
性
一
・
即
有
二
三
種
仏
性
一
也
。
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右
の
文
の
主
旨
は
、
正
因
仏
性
は
非
因
非
果
で
あ
る
が
、
人
の
始
終
の
所
為
と
い
う
点
か
ら
ぶ
て
、
因
と
し
て
み
る
時
は
仏
性
と
い
い
、

果
と
し
て
ゑ
る
時
は
大
浬
桑
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
仏
性
は
当
有
で
も
本
有
で
も
な
い
が
、
「
一
切
衆
生
即
浬
樂
相
不
可
復
滅
」
と
か
、
「
一

切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
か
い
う
時
は
本
有
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
ま
だ
実
際
に
三
十
二
相
を
得
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
未
来
に
お
い
て
金

剛
身
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
当
有
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
体
（
非
因
非
果
・
不
異
）
と
宗
（
因
果
・
異
）
と
の
関

係
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
三
因
仏
性
に
つ
い
て
特
に
述
べ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
註
釈
者
の
い
う
一
法
の
二
義

罷
）

を
彰
す
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
三
観
義
』
下
に
お
い
て
、
引
用
文
Ａ
に
見
る
如
く
正
因
仏
性
を
本
有
、
引
用
文
Ｂ

に
見
る
如
く
、
三
因
仏
性
を
因
、
三
徳
浬
藥
を
果
と
見
る
立
場
よ
り
一
歩
進
ん
だ
立
場
で
の
立
言
で
あ
る
。

に
見
る
如
く
、
三
因
仏
性
を
因
、

Ｃ
如
下
正
因
仏
性
。
非
し
因
非
レ
果
而
言
二
是
因
一
。
非
し
果
名
二
仏
性
一
。
是
果
非
し
因
名
中
大
浬
築
上
。
又
仏
性
非
し
当
非
し
本
。
而
言
二
本
自
有
Ｐ

之
。
一
切
衆
生
即
浬
藥
相
。
不
し
可
二
復
減
一
。
又
言
。
一
切
衆
生
悉
有
二
仏
性
一
。
而
実
未
し
有
二
三
十
二
相
一
。
未
来
当
し
得
二
金
剛
之
身
一

盆
）

以
二
其
非
Ｐ
当
是
故
言
し
本
。
以
二
其
非
杉
本
是
故
言
し
当
。
宗
体
之
義
亦
復
如
し
是
。

右
の
文
の
意
味
は
徳
を
性
徳
・
修
徳
に
分
け
、
性
徳
を
初
因
と
す
る
な
ら
ば
、
「
弾
指
散
華
」
は
縁
因
種
、
「
随
二
聞
一
句
一
」
は
了
因

種
。
「
凡
有
し
心
者
」
は
正
因
種
で
あ
る
。
こ
れ
は
性
徳
の
三
因
種
子
に
つ
い
て
論
ず
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
由
は
初
住
を
真
実
の

妙
法
蓮
華
経
玄
義
巻
第
九
下

Ｄ
若
取
二
性
徳
｝
為
二
初
因
一
者
。
篭

非
二
是
真
実
開
発
一
。
故
不
一
敢
壬

写
者
。
弾
指
散
華
是
縁
因
種
。

（
”
）

故
不
二
取
為
壱
因
也
。

随
聞
一
句
是
了
因
種
。
凡
有
し
心
者
是
正
因
種
。
此
乃
遠
論
一
陛
徳
三
因
種
子
一
。

(189)



成
二
顕
実
之
義
一
也
。

こ
れ
は
雲
華
謹
巻
第
二
方
便
品
の
「
過
去
無
数
恋
）
以
下
の
文
を
釈
す
る
中
、
人
天
の
小
善
は
そ
れ
ぞ
れ
の
果
報
に
住
す
べ
き
で

あ
る
の
に
、
今
ど
う
し
て
已
に
仏
道
を
成
す
る
や
の
問
い
に
対
し
、
浬
藥
経
（
南
本
）
に
「
仏
性
は
善
根
人
に
有
り
、
間
提
人
に
は
な

（
麺
型
）
つ
Ｊ
、

い
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
低
頭
挙
手
は
人
天
の
小
善
で
あ
っ
て
、
小
善
と
い
え
ど
も
善
は
善
で
あ
る
。
山
を
為
る
の
は
一
笹
か
ら
始
ま
り
、

合
抱
の
大
樹
も
幼
芽
か
ら
生
長
し
た
も
の
で
あ
る
。
昔
は
ま
だ
開
会
し
て
い
な
い
か
ら
小
善
は
人
天
の
果
報
に
住
し
た
が
、
今
は
方
便
行

も
開
会
さ
れ
た
か
ら
、
小
善
と
い
え
ど
も
三
仏
性
中
の
縁
因
仏
性
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
菩
提
に
趣
く
こ
と
が
で
き
る
と
答
え
て
い

る
。
随
っ
て
、
こ
こ
で
は
三
因
仏
性
説
に
つ
い
て
と
り
た
て
て
い
う
べ
き
程
の
こ
と
は
な
い
。

開
発
と
す
れ
ば
、
住
前
の
修
徳
は
性
徳
と
よ
ぱ
る
べ
き
で
あ
り
勺
性
徳
な
る
が
故
に
、
因
と
い
わ
な
い
で
、
種
と
よ
ぶ
と
い
う
の
で
あ
っ

て
、
性
徳
・
修
徳
に
よ
っ
て
、
（
但
し
『
玄
義
』
の
文
上
に
は
修
徳
の
語
は
ま
だ
見
え
な
い
）
因
・
種
と
そ
の
よ
び
方
を
異
に
す
る
の
は

『
三
観
義
』
の
引
用
文
Ｃ
よ
り
更
に
進
ん
だ
見
解
で
あ
る
。

次
に
『
法
華
文
句
』
に
お
い
て
三
因
仏
性
に
触
れ
て
い
る
主
な
も
の
は
次
に
挙
げ
る
七
箇
所
で
あ
る
。

妙
法
蓮
華
経
文
句
巻
第
四
下

Ｂ
又
無
性
者
即
正
因
仏
性
也
。
仏
種
従
縁
起
者
。
即
是
縁
了
ｐ
以
二
縁
資
杉
了
正
種
得
し
起
○
一
起
一
切
起
。

是
法
住
法
位
一
行
。
頚
一
理
言
也
。
衆
生
正
覚
一
如
無
レ
ニ
悉
不
し
出
し
如
。
皆
如
法
為
し
位
也
。
世
間
相

Ａ
問
人
天
小
善
応
し
住
二
果
報
一
。
云
何
皆
言
一
己
成
仏
道
一
。
答
此
応
し
明
二
三
仏
性
義
一
。
大
経
言
。
復
有
二
仏
性
一
善
根
人
有
間
提
人
無
者
。

即
是
人
天
小
善
低
頭
挙
手
。
為
し
山
始
レ
賛
合
抱
初
レ
毫
・
昔
方
便
未
し
開
謂
住
一
果
報
一
。
今
開
二
方
便
行
一
・
即
是
縁
因
仏
性
能
趣
一
菩
提
一

遍
）

妙
法
蓮
華
経
文
句
巻
第
四
下

切
起
。
如
レ
此
三
性
名
為
一
二
乗
一
也
。

世
間
相
常
住
者
。
出
世
正
覚
以
レ
如
為
レ

(I90)



金
）

右
の
文
の
中
、
三
因
仏
性
に
関
す
る
箇
所
に
つ
い
て
承
る
に
、
方
便
品
の
「
知
二
法
常
無
性
仏
種
従
し
縁
起
こ
以
下
の
文
を
釈
す
る
中
、

た
す

「
無
性
」
は
正
因
仏
性
、
「
仏
種
従
縁
起
」
は
縁
因
・
了
因
の
両
仏
性
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
縁
因
仏
性
は
了
因
仏
性
を
資
け
る
故
に
、

正
因
仏
性
も
開
発
さ
れ
、
一
起
は
一
切
起
で
あ
り
、
三
因
仏
性
を
一
乗
と
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
三
観
義
』
（
引

（
鍵
）

用
文
Ａ
）
が
正
因
仏
性
を
本
有
の
一
乗
と
す
る
と
い
う
の
と
少
を
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
又
「
世
間
相
常
住
」
の
文
を
釈
し
て
、
常
住

と
は
正
因
で
あ
り
、
正
因
は
六
法
（
神
我
と
五
陰
）
に
即
せ
ず
、
縁
・
了
の
二
因
は
六
法
を
離
れ
ず
、
正
因
常
な
る
が
故
に
縁
了
の
二
因

も
亦
常
な
り
と
い
い
、
三
因
仏
性
は
常
住
な
り
と
の
新
し
い
解
釈
を
打
ち
出
し
て
は
い
る
も
の
の
、
と
り
立
て
て
論
ず
る
程
の
も
の
で
は

妙
法
蓮
華
経
文
句
巻
第
七
上

Ｃ
約
一
四
法
一
者
。
謂
種
相
体
性
。
種
者
三
道
是
三
徳
種
。
浄
名
云
。
一
切
煩
悩
之
儒
為
二
如
来
種
一
・
此
明
下
由
一
煩
悩
道
一
即
有
中
般
若
上
也
。

又
云
。
五
無
間
皆
生
一
解
脱
相
一
・
此
由
二
不
善
一
即
有
二
善
法
解
脱
一
也
。
一
切
衆
生
即
浬
藥
相
不
レ
可
一
復
滅
一
。
此
即
生
死
為
二
法
身
一
也
。

此
就
二
相
対
一
論
し
種
。
若
就
レ
類
論
し
種
。
一
切
低
頭
挙
手
悉
是
解
脱
種
。
一
切
世
智
三
乗
解
心
即
般
若
種
。
夫
有
し
心
者
皆
当
二
作
仏
一
即

（
劃
）

法
身
種
。
諸
種
差
別
如
来
能
知
。

な
い
。

位
。
亦
以
レ
如
為
レ
相
。
位
相
常
住
。
世
間
衆
生
亦
以
レ
如
為
レ
位
。
亦
以
レ
如
為
レ
相
。
豈
不
二
常
住
一
。
世
間
相
既
常
住
。
豈
非
一
理
三
。

金
）

又
釈
二
世
間
一
者
。
即
是
陰
界
入
也
。
常
住
者
即
正
因
也
。
然
此
正
因
不
し
即
二
六
法
一
。
縁
了
不
レ
離
一
六
法
一
。
正
因
常
故
縁
了
亦
常
。

（
鍔
）

薬
草
喰
品
の
「
種
相
体
性
」
の
文
の
中
の
「
種
」
に
つ
い
て
釈
し
、
「
種
」
と
は
三
道
で
あ
り
、
三
徳
の
種
で
あ
る
と
い
い
、
『
維
摩

(I9I)



右
の
文
は
一
般
に
対
す
る
記
荊
は
法
師
品
の
初
め
、
箇
別
に
与
え
る
記
荊
は
三
周
説
法
に
見
る
如
く
で
あ
り
、
正
因
仏
性
の
記
前
は
常

不
軽
品
、
縁
因
仏
性
の
記
荊
は
法
師
品
の
十
種
供
養
、
了
因
仏
性
の
記
荊
は
三
根
人
に
授
け
る
が
如
き
で
あ
る
が
、
正
因
の
記
荊
は
広

く
、
縁
因
・
了
因
の
記
荊
は
狭
い
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
三
因
の
記
荊
の
範
囲
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
か
か
る
所
説
は
初
め
て
見
え
る

（
弱
〉

野
）

経
』
の
「
一
切
煩
悩
之
儒
為
二
如
来
種
こ
の
文
に
よ
っ
て
、
煩
悩
道
に
よ
っ
て
般
若
あ
り
、
「
五
無
間
道
皆
生
二
解
脱
相
一
」
の
文
に
よ
り
、

（
記
）

不
善
に
よ
り
善
法
解
脱
あ
り
、
．
切
衆
生
即
浬
藥
相
不
レ
可
二
復
減
一
」
の
文
に
よ
っ
て
、
生
死
に
よ
り
法
身
あ
り
と
述
べ
、
こ
れ
は
相
対

に
つ
い
て
種
を
論
ず
る
も
の
、
即
ち
逆
縁
に
よ
っ
て
種
を
論
ず
る
と
な
し
、
類
に
つ
い
て
種
を
論
ず
る
、
即
ち
順
縁
に
よ
っ
て
種
を
論
ず

れ
ば
、
一
切
の
低
頭
挙
手
は
解
脱
の
種
、
一
切
の
世
智
、
三
乗
の
解
心
は
般
若
の
種
、
有
心
者
は
法
身
の
種
な
り
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

か
し
て
、
こ
の
「
種
」
の
語
の
用
法
に
つ
い
て
染
る
に
、
初
め
に
、
『
三
観
義
』
（
引
用
文
Ｂ
・
Ｃ
）
の
三
道
即
三
仏
性
（
三
如
来
種
）

と
同
様
に
相
対
種
に
つ
い
て
論
じ
、
次
に
『
四
教
義
』
と
同
じ
く
就
類
種
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
特
に
異
っ
た
点
は
な
い
。

と
同
様
に
相
対
種
に
つ
い
て
論
じ
、

も
の
で
あ
る
。

妙
法
蓮
華
経
文
句
巻
第
七
上

Ｄ
若
通
途
記
如
二
法
師
品
初
一
。
若
別
与
レ
記
如
二
三
周
後
説
一
・
若
正
因
記
如
二
常
不
軽
一
。
若
縁
因
記
如
二
法
師
品
十
種
供
養
一
。
若
了
因
記

（
調
）

如
レ
授
二
三
根
人
一
・
若
正
因
記
則
広
。
若
縁
了
記
則
狭
。

妙
法
蓮
華
経
文
句
巻
第
九
下

（
鋤
）

Ｅ
信
等
諸
根
者
。
信
等
五
根
也
。
慧
根
即
了
因
。
余
根
即
縁
因
。

(I92)



（
侭
）

右
の
文
は
長
文
で
あ
る
の
で
、
今
そ
の
要
点
を
述
べ
れ
ば
、
寿
量
品
の
「
多
諸
子
息
。
若
十
。
二
十
。
乃
至
百
数
」
を
釈
す
る
中
、
百

数
は
菩
薩
に
し
て
、
そ
の
菩
薩
の
「
子
」
は
三
種
の
子
の
意
味
を
有
す
る
と
な
し
、
そ
の
三
種
の
子
と
は
正
因
の
仏
子
・
縁
因
の
仏
子
・

了
因
の
仏
子
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
子
は
す
べ
て
性
徳
の
三
因
仏
性
を
有
し
て
い
る
と
説
く
の
で
あ
っ
て
、
三
仏
性
そ
れ
ぞ
れ
が
三
仏

性
を
具
す
と
い
う
解
釈
は
『
三
観
義
』
『
四
教
義
』
に
は
見
ら
れ
な
い
進
ん
だ
解
釈
で
あ
る
。

因
、
余
根
は
縁
因
と
し
て
い
る
。

妙
法
蓮
華
経
文
句
巻
第
九
下

Ｆ
菩
薩
之
子
凡
有
二
三
種
子
義
一
。
一
就
三
一
切
衆
生
。
皆
有
二
三
種
性
徳
仏
性
一
即
是
仏
子
。
故
云
二
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
一
。
此
文
云
二
多
諸

子
息
一
也
。
約
二
十
心
数
法
一
即
有
二
百
子
一
。
心
王
為
二
正
因
仏
性
一
。
慧
是
了
因
性
。
余
九
相
扶
起
属
二
縁
因
性
一
。
一
数
起
時
九
数
扶
助
。

如
し
是
成
し
百
也
・
性
徳
仏
子
非
し
善
非
レ
悪
而
通
二
善
悪
一
。
故
此
十
数
及
与
二
心
王
一
為
二
通
心
数
一
・
是
以
二
性
徳
三
因
一
・
悉
属
二
正
因
仏
子
一
。

二
者
就
二
昔
結
縁
一
為
二
仏
子
一
。
如
下
十
六
王
子
。
覆
一
誌
法
華
一
時
聞
レ
法
者
上
。
亦
生
一
溌
解
一
即
成
二
了
因
性
一
。
昔
微
能
修
行
為
二
縁
因

性
一
。
正
性
為
し
本
。
此
三
因
並
属
一
縁
因
一
。
資
一
発
今
日
一
実
之
解
一
・
故
以
二
昔
日
結
縁
一
。
為
一
縁
因
仏
子
一
。
即
火
宅
中
三
十
子
也
。

此
約
一
子
信
一
。
一
信
起
時
即
具
一
奈
九
一
還
有
二
百
信
一
・
故
得
三
結
縁
為
二
仏
子
一
也
。
三
者
了
因
之
子
。
即
是
今
日
聞
二
法
華
経
一
。
安
一
住

実
智
中
一
。
我
定
当
二
作
仏
一
。
決
二
了
声
聞
法
一
・
是
諸
経
之
王
。
従
二
仏
口
一
生
得
二
仏
法
分
一
故
名
一
真
子
一
。
此
亦
有
二
三
因
性
一
。
今
既

顕
了
見
二
於
仏
性
一
。
並
属
二
了
因
仏
子
一
。
百
子
之
義
還
将
二
十
数
一
入
二
十
善
法
中
一
・
十
信
入
二
初
住
中
一
・
是
故
正
因
通
一
於
本
末
一
。
此

（
妃
）

文
明
一
言
子
一
。
不
し
取
二
了
因
子
一
。
了
因
子
属
二
下
不
失
心
服
薬
中
一
明
し
之
。

（
狐
）

右
の
文
は
寿
量
品
の
「
観
其
信
等
諸
根
利
鈍
」
の
文
を
釈
す
る
中
、
「
信
等
」
は
五
根
、
「
諸
根
」
の
中
を
更
に
分
け
て
、
慧
眼
は
了

、
余
根
は
縁
因
と
し
て
い
る
。
即
ち
三
因
仏
性
の
中
、
了
・
縁
の
二
因
を
諸
根
に
あ
て
は
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

(I93)



右
の
文
に
よ
れ
ば
、
仏
性
に
は
五
つ
あ
り
、
正
因
仏
性
は
本
有
・
当
有
に
通
亘
し
、
縁
・
了
の
仏
性
は
本
有
に
し
て
今
に
適
し
な
い
。

（
不
軽
菩
薩
の
礼
拝
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
の
意
味
で
あ
る
）
果
性
（
阿
褥
多
羅
三
巍
三
菩
提
）
と
果
果
性
（
無
上
大
般
浬
藥
）
は
必

ず
当
に
之
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
（
不
軽
菩
薩
の
礼
拝
の
対
象
と
な
る
）
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
仏
性
に
五
つ
あ
り
と
い
う
の
は
智
顎
の
他

（
妬
）

の
疏
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
果
性
と
果
果
性
は
浬
桑
経
（
南
本
）
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
『
摩
訶
止
観
』
に
つ
い
て
ゑ
る
に
、
三
因
仏
性
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
主
な
箇
所
は
二
箇
所
で
あ
る
。

摩
訶
止
観
巻
第
五
上

Ａ
菩
薩
仏
類
者
。
縁
因
為

Ｇ
法
華
論
云
。
此
菩
薩
知
三
衆
生
有
二
仏
性
一
不
二
敢
軽
Ｐ
之
。
仏
性
有
し
五
・
正
因
仏
性
通
一
亘
本
当
一
。
縁
了
仏
性
種
子
本
有
非
し
適
し
今
也
。

（
“
》

果
性
果
果
性
定
当
し
得
し
之
。
決
不
レ
虚
也
。

摩
訶
止
観
巻
第
五
下

Ｂ
又
応
仏
従
二
縁
因
一
生
。

こ
れ
は
菩
薩
・
仏
に
つ
い
て
言
え
ば
、
縁
因
仏
性
を
相
と
し
、
了
因
仏
性
を
性
と
し
、
正
因
仏
性
を
体
と
す
る
と
釈
し
て
い
る
。
従
来

ま
で
見
ら
れ
な
い
新
し
い
解
釈
で
あ
る
。

妙
法
蓮
華
経
文
句
巻
第
十

（
楯
）

縁
因
為
し
相
了
因
為
し
性
。
正
因
為
し
体
。

（
〃
）

報
仏
従
一
了
因
一
生
。
法
仏
従
二
正
因
一
生
。
三
仏
生
即
無
生
。
無
生
即
三
仏
生
。

(”4）



こ
れ
は
応
身
仏
は
縁
因
仏
性
よ
り
生
じ
、
報
身
仏
は
了
因
仏
性
よ
り
生
じ
、
法
身
仏
は
正
因
仏
性
よ
り
生
ず
る
と
な
し
、
三
仏
の
生
は

無
生
で
あ
り
、
無
生
は
三
仏
の
生
で
あ
る
と
し
、
三
因
仏
性
の
そ
れ
ぞ
れ
を
仏
の
三
身
に
分
け
て
そ
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
。

右
の
文
で
三
因
仏
性
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
み
る
に
、
観
世
音
菩
薩
の
性
徳
の
種
子
を
原
ね
る
に
、
菩
薩
が
悲
心
を
も

っ
て
誓
願
し
、
智
慧
荘
厳
に
し
て
真
身
を
顕
出
す
る
の
は
、
み
な
了
因
仏
性
を
も
っ
て
そ
の
種
子
と
し
、
普
門
の
法
を
も
ち
、
慈
心
を
も

っ
て
誓
願
し
、
福
徳
荘
厳
に
し
て
応
身
を
顕
出
す
る
の
は
、
ゑ
な
縁
因
仏
性
を
も
っ
て
種
子
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
了
因
・
縁

因
を
も
っ
て
種
子
と
す
る
と
い
う
説
き
方
は
今
ま
で
に
見
な
い
所
で
あ
る
。

Ａ
九
明
二
了
因
縁
因
一
者
。
上
来
行
人
発
心
修
行
従
し
因
剋
レ
果
・
化
レ
他
利
し
物
深
浅
不
し
同
。
従
二
人
法
一
至
一
真
応
一
是
自
行
次
第
。
薬
珠
至
二

本
迩
一
是
化
他
次
第
。
此
乃
順
レ
論
未
し
是
却
二
討
根
本
一
。
今
原
二
其
性
徳
種
子
一
。
若
観
智
之
人
悲
心
誓
願
。
智
慧
荘
厳
顕
一
出
真
身
一
。

霜
）

皆
是
了
因
為
二
種
子
一
。
若
是
普
門
之
法
慈
心
誓
願
。
福
徳
荘
厳
顕
一
田
応
身
一
者
。
皆
是
縁
因
為
二
種
子
一
。
故
次
二
第
九
一
也
。

Ｂ
広
説
二
縁
了
一
明
二
三
仏
性
一
。
若
論
二
性
徳
了
因
種
子
一
。
修
徳
即
成
二
般
若
一
。
究
寛
即
成
二
智
徳
菩
提
一
。
性
徳
縁
因
種
子
。
修
徳
成
二
解

（
ぬ
）

脱
断
徳
浬
藥
一
。
若
性
徳
非
レ
縁
非
レ
了
即
是
正
因
。
若
修
徳
成
就
。
則
是
不
縦
不
横
三
点
法
身
。

次
に
『
観
音
玄
義
』
に
つ
い
て
象
よ
う
。
三
因
仏
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
五
箇
所
で
あ
る
。

に
『
観
音
玄
義
』

観
音
経
玄
義
巻
上

観
音
経
玄
義
巻
上

一
一
一
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こ
れ
は
性
徳
の
了
因
種
子
は
修
徳
と
な
れ
ば
般
若
と
な
り
、
般
若
が
究
寛
す
れ
ば
智
徳
菩
提
を
成
じ
、
性
徳
の
縁
因
種
子
が
修
徳
と
な

れ
ば
、
解
脱
断
徳
浬
梁
を
成
じ
、
性
徳
の
正
因
種
子
は
了
因
・
縁
因
の
修
徳
が
成
就
す
れ
ば
法
身
と
な
り
、
法
身
と
智
徳
菩
提
と
解
脱
断

徳
浬
薬
と
は
不
縦
不
横
、
不
一
不
異
、
非
前
非
後
た
る
こ
と
宛
も
梵
字
の
伊
字
の
三
点
の
如
し
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
法
華
玄
義
』
九
下

（
引
用
文
Ｄ
）
や
『
法
華
文
句
』
九
下
（
引
用
文
Ｆ
）
で
は
性
徳
の
語
の
み
見
受
け
ら
れ
て
も
、
修
徳
の
語
は
ま
だ
見
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
来
て
初
め
て
修
徳
の
語
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
内
容
か
ら
み
て
、
『
四
教
義
』
で
は
正
因
仏
性
は
縁
・
了
の
両

因
の
力
に
よ
り
、
無
明
の
闇
が
破
ら
れ
る
と
い
う
の
み
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
正
因
は
性
徳
で
あ
る
と
い
い
、
了
・
縁
の
修
徳
成
就
に
よ

っ
て
法
身
が
顕
現
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
般
若
が
究
寛
し
て
智
徳
菩
提
を
成
じ
、
縁
因
種
子
が
解
脱
断
徳
浬
藥
を
成
ず
る
な
ど
は

従
来
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
言
葉
の
用
法
で
あ
る
。

Ｃ
以
レ
観
一
入
空
一
即
是
了
因
種
子
者
。
論
云
。
衆
生
無
上
者
仏
是
。
仏
者
即
覚
。
覚
是
智
慧
。
始
覚
二
人
空
一
終
覚
二
法
空
一
・
故
知
観
二
人
空
一

是
了
因
種
也
。
観
二
法
空
一
是
縁
因
種
者
。
大
論
云
。
法
無
上
者
浬
梁
是
。
以
二
生
死
陰
断
一
浬
葉
陰
興
。
大
経
云
。
因
し
滅
二
是
色
一
狸
二
得

常
色
一
。
乃
至
識
亦
如
し
是
。
大
品
云
。
菩
薩
行
二
般
若
一
時
得
一
燕
等
等
色
無
等
等
受
想
行
識
一
。
当
し
知
浬
薬
是
無
上
法
也
。
撹
二
此
法
一

成
二
無
上
之
衆
生
一
号
し
之
為
し
仏
・
故
知
観
二
法
空
一
是
縁
因
種
也
。
以
レ
観
二
人
法
空
一
即
識
二
三
種
仏
性
一
・
故
大
経
云
。
衆
生
仏
性
不
レ
即
二

六
法
一
不
し
離
二
六
法
一
。
不
即
者
。
此
明
二
正
因
仏
性
非
し
陰
非
Ｐ
我
。
非
し
陰
故
非
し
法
。
非
し
我
故
非
し
人
。
非
し
人
故
非
し
了
。
非
し
陰
故
非
し

縁
。
故
言
し
不
し
即
二
六
法
一
也
。
不
し
離
二
六
法
一
者
。
不
し
離
二
衆
生
空
一
而
有
二
了
因
一
。
不
し
離
二
陰
空
一
而
有
二
縁
因
一
・
故
言
し
不
し
離
二
六
法
一

罰
）

也
。
仏
従
二
初
発
心
一
観
一
入
法
空
一
。
修
一
三
仏
性
一
。
歴
二
六
即
位
一
成
二
六
即
人
法
一
。

観
音
経
玄
義
巻
上
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右
の
文
の
趣
旨
は
了
因
は
顕
発
に
し
て
、
縁
因
は
資
助
で
あ
り
、
縁
因
が
了
因
を
資
助
し
、
法
身
を
顕
発
す
る
。
了
因
は
般
若
の
観
智

で
あ
り
、
智
慧
荘
厳
で
あ
る
。
縁
因
は
解
脱
に
し
て
福
徳
荘
厳
で
あ
る
。
ど
の
教
え
も
柔
な
縁
・
了
の
両
義
を
具
し
て
い
る
が
、
今
は
円

教
の
二
種
荘
厳
を
明
す
の
で
あ
る
。
仏
は
二
種
荘
厳
の
果
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
是
れ
性
徳
の
縁
・
了
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
は
前
掲
の
引
用
文
Ａ
と
同
趣
旨
の
も
の
で
特
色
は
殆
ど
な
い
と
言
え
よ
う
。

Ｅ
法
身
満
足
即
是
非
し
因
非
レ
果
正
因
満
。
故
云
隠
名
二
如
来
蔵
一
顕
名
二
法
身
一
。
雛
し
非
二
是
因
一
而
名
為
二
正
因
一
。
錐
し
非
二
是
果
一
而
名
為
二

法
身
一
。
大
経
云
。
非
し
因
非
レ
果
名
二
仏
性
一
者
。
即
是
此
正
因
仏
性
也
。
又
云
。
是
因
非
し
果
名
為
二
仏
性
一
者
。
此
拠
二
性
徳
一
縁
了
皆
名

為
し
因
也
。
又
云
是
果
非
咳
因
名
二
仏
性
一
者
。
此
拠
二
修
徳
縁
了
皆
満
一
。
了
転
名
二
般
若
一
縁
転
名
二
解
脱
一
。
亦
名
二
菩
提
果
一
。
亦
名
二
大

園
）

浬
藥
果
一
。
果
皆
称
為
し
果
也
。
仏
性
通
二
於
因
果
一
不
縦
不
横
。
性
徳
時
三
因
不
縦
不
横
果
満
時
名
二
三
徳
一
。

説
明
で
あ
る
。

観
音
経
玄
義
巻
上

Ｄ
九
釈
二
了
因
縁
因
一
者
。
了
是
顕
発
縁
是
資
助
。
資
二
助
於
了
一
顕
二
発
法
身
一
。
了
者
即
是
般
若
観
智
。
亦
名
二
慧
行
正
道
智
慧
荘
厳
一
。
縁

者
即
是
解
脱
。
行
行
助
し
道
福
徳
荘
厳
。
大
論
云
一
人
能
転
一
人
能
種
。
種
嶮
二
於
縁
一
転
喰
二
於
了
一
。
通
論
教
教
皆
具
二
縁
了
義
一
。
今

圃
）

正
明
二
円
教
二
種
荘
厳
之
因
一
。
仏
具
二
二
種
荘
厳
之
果
一
。
原
一
此
因
果
根
本
一
即
是
性
徳
縁
了
也
。

右
の
文
は
経
典
か
ら
の
引
用
で
、
長
々
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要
点
は
人
空
を
観
ず
る
の
は
了
因
種
子
で
あ
り
、
法
空
を
観
ず
る

の
は
縁
因
種
子
で
あ
り
、
人
法
の
空
を
観
ず
る
を
以
っ
て
三
種
仏
性
を
識
る
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
三
因
仏
性
の

観
音
経
玄
義
巻
上

(〃7）



法
身
の
満
足
す
る
の
は
非
因
非
果
の
正
因
の
満
で
あ
っ
て
、
隠
れ
た
の
を
如
来
蔵
と
い
い
、
顕
わ
れ
た
の
を
法
身
と
い
う
。
よ
っ
て
、

（
園
）

因
で
は
な
い
が
正
因
と
い
い
、
果
で
は
な
い
が
法
身
と
い
う
。
浬
藥
経
に
「
非
因
非
果
名
仏
性
」
と
い
う
の
は
此
の
正
因
仏
性
の
こ
と
で

風
）
墨
）

あ
る
。
ま
た
「
是
因
非
果
名
仏
性
」
と
い
う
の
は
縁
因
・
了
因
の
性
徳
の
面
を
指
し
て
い
う
の
で
あ
り
、
「
是
果
非
因
名
仏
性
」
と
い
う

の
は
縁
・
了
二
因
の
修
徳
の
満
ず
る
に
よ
る
。
了
因
を
般
若
と
名
け
、
縁
因
の
転
ず
る
の
を
解
脱
と
名
け
、
菩
提
の
果
と
名
け
、
大
浬
薬

の
果
と
名
づ
け
る
が
、
法
身
・
般
若
・
解
脱
等
は
何
れ
も
み
な
果
で
あ
る
。
仏
性
は
因
果
に
通
じ
不
縦
不
横
で
あ
る
。
仏
性
は
性
徳
の
時

は
三
因
、
果
満
の
時
は
三
徳
と
名
づ
け
る
と
言
い
、
因
に
も
果
に
も
通
ず
る
仏
性
の
因
と
果
の
区
別
に
つ
い
て
、
性
徳
・
修
徳
の
概
念
を

は
三
因
、
果
満
の
時
は
三
徳
と
今

用
い
て
巧
み
に
説
明
し
て
い
る
。

金
光
明
経
玄
義
巻
上

Ａ
云
何
三
仏
性
。
仏
名
為

仏
名
為

１
縁
因
・
了
因
の
関
係
、
ま
た
三
因
相
互
の
関
係
を
明
白
に
し
、

２
人
空
観
を
了
因
種
子
、
法
空
観
を
縁
因
種
子
と
し
て
い
る
。

こ
と
な
ど
で
あ
る
。
又
全
体
的
に
み
て
、
三
因
仏
性
の
説
明
が
甚
だ
巧
妙
で
あ
る
。

次
に
金
光
明
経
玄
義
に
い
て
み
る
と
、
三
因
仏
性
に
触
れ
て
い
る
箇
所
は
全
部
で
三
箇
所
で
あ
る
。

２
性
徳
の
時
は
種
（
子

こ
と
で
あ
り
、
内
容
面
で
は

以
上
の
よ
う
に
観
音
経
玄
義
で
は
三
因
仏
性
を
種
と
に
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
特
色
は
用
語
面
で
は

１
性
徳
・
修
徳
の
語
が
初
め
て
対
比
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

２
性
徳
の
時
は
種
（
子
）
の
語
を
用
い
る

し
覚
性
名
二
不
改
一
。
不
改
即
是
非
し
常
非
二
無
常
一
。
如
二
土
内
金
蔵
天
魔
外
道
所
Ｐ
不
二
能
壊
一
。
名
二
正
因
仏
性
一
。
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こ
れ
は
観
心
に
よ
っ
て
、
三
仏
性
金
光
明
経
を
説
く
箇
所
で
あ
る
が
、
一
念
の
心
の
起
る
の
を
観
ず
れ
ば
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
で
あ

る
。
こ
れ
は
三
仏
性
を
見
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
心
は
縁
よ
り
起
る
か
ら
即
空
で
あ
り
、
強
い
て
心
あ
り
と
い
え
ば
、
こ
れ
は
即

仮
で
あ
り
、
こ
れ
は
法
性
を
出
な
い
か
ら
即
中
で
あ
る
と
い
い
、
こ
れ
は
心
を
そ
の
生
起
の
面
か
ら
見
て
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
い
う

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
三
仏
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
次
の
箇
所
で
述
べ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
の
三
仏
性
の
説
明
は
、
覚
に
し
て
不
改
な
る
性
（
理
）
を
も
っ
て
正
因
と
な
し
、
理
と
相
応
す
る
覚
知
を
も
っ
て
了
因
と
し
、

覚
智
を
資
助
し
て
正
性
を
開
発
す
る
功
徳
善
根
を
縁
因
と
す
る
。
ま
た
三
仏
性
は
常
楽
我
浄
に
し
て
、
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
と
無

二
・
無
別
で
あ
る
と
説
き
、
更
に
経
題
の
金
光
明
に
よ
せ
て
、
金
光
明
は
三
徳
、
金
光
明
の
三
字
は
三
仏
性
を
響
へ
る
と
い
う
の
で
あ

Ｂ
次
観
心
明
二
三
仏
性
金
光
明
一
者
。
観
二
一
念
心
起
一
。
即
空
即
仮
即
中
。
是
見
二
三
仏
性
一
。
何
者
心
従
し
縁
起
。
是
故
即
空
。
強
謂
し
有
し

（
訂
）

心
是
故
即
仮
。
不
し
出
一
法
性
一
是
故
即
中
。

る
。

了
因
仏
性
者
。
覚
智
非
し
常
非
二
無
常
一
。
智
与
レ
理
相
応
。
如
一
入
善
知
二
金
蔵
一
。
此
智
不
レ
可
二
破
壊
一
名
二
了
因
仏
性
一
。
縁
因
仏
性
者
。

一
切
非
し
常
非
二
無
常
一
。
功
徳
善
根
資
二
助
覚
智
一
。
開
二
顕
正
性
一
・
如
下
転
二
除
草
徴
一
掘
中
出
金
蔵
上
。
名
一
縁
因
仏
性
一
。
当
し
知
三
仏
性

屈
）

二
皆
常
楽
我
浄
。
与
二
三
徳
一
無
レ
ニ
無
し
別
。
既
以
二
金
光
明
一
醤
一
三
徳
一
還
以
二
金
光
明
三
字
一
。
醤
二
三
仏
性
一
也
。

金
光
明
経
玄
義
巻
下

金
光
明
経
玄
義
巻
下
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Ｃ
此
又
是
証
二
観
心
即
空
即
仮
即
中
之
文
一
。
観
心
即
中
是
正
因
仏
性
。
即
空
是
了
因
仏
性
。
即
仮
是
縁
因
仏
性
。
是
為
二
観
心
三
仏
性
一
。

是
金
光
明
六
即
位
如
二
前
説
一
。
復
次
仏
者
覚
智
也
。
性
者
理
極
也
。
能
以
二
覚
智
一
照
二
其
理
一
。
極
境
智
相
称
合
而
言
し
之
。
名
為
二
仏

性
一
。
今
観
二
五
陰
一
称
二
五
陰
実
相
一
。
名
二
正
因
仏
性
一
。
観
二
仮
名
一
称
二
仮
名
実
相
一
。
名
二
了
因
仏
性
一
。
観
二
諸
心
数
一
称
二
心
数
実
相
一
。

（
認
）

名
二
縁
因
仏
性
一
。

こ
こ
で
は
、
前
引
文
Ｂ
を
受
け
て
観
心
の
即
中
は
正
因
仏
性
、
即
空
は
了
因
仏
性
、
即
仮
は
縁
因
仏
性
で
あ
る
と
説
き
、
こ
れ
を
観
心

の
三
仏
性
な
り
と
し
、
ま
た
仏
と
は
覚
智
で
あ
り
、
性
と
は
理
の
極
で
あ
っ
て
、
覚
智
を
も
っ
て
そ
の
理
を
照
せ
ぱ
、
境
智
あ
い
か
な
っ

て
、
之
を
仏
性
と
名
づ
け
る
。
五
陰
を
観
ず
る
の
を
五
陰
実
相
と
い
い
、
之
を
正
因
仏
性
と
名
づ
け
、
仮
名
を
観
ず
る
の
を
仮
名
実
相
と

称
し
、
了
因
仏
性
と
名
づ
け
、
諸
の
心
数
を
観
ず
る
の
を
心
数
実
相
と
称
し
、
縁
因
仏
性
と
名
づ
く
と
述
べ
て
い
る
。
右
に
よ
れ
ば
『
金

光
明
経
玄
義
』
で
い
う
三
因
仏
性
説
は
理
と
智
と
智
を
資
助
す
る
功
徳
善
根
を
も
っ
て
三
因
仏
性
と
な
し
、
三
因
仏
性
は
常
楽
我
浄
に
し

て
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
と
無
二
無
別
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
之
に
つ
い
て
は
従
来
の
説
と
は
異
な
ら
な
い
が
、
更
に
進
ん
で
は
観

心
に
つ
い
て
も
之
を
説
き
、
心
を
そ
の
生
起
の
面
か
ら
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
し
て
把
握
し
、
正
因
仏
性
は
即
中
、
了
因
仏
性
は
即
空
、

縁
因
仏
性
は
即
仮
な
り
と
い
い
、
ま
た
、
五
陰
を
観
ず
る
の
は
正
因
仏
性
、
仮
名
を
観
ず
る
の
は
了
因
仏
性
、
諸
の
心
数
を
観
ず
る
の
は

縁
因
仏
性
と
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
智
頭
の
撰
・
説
と
い
わ
れ
る
文
献
に
つ
い
て
、
三
因
仏
性
説
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
『
三
観
義
』
『
四
教
義
』
を
通
じ
て

四
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み
る
と
次
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。
『
浬
藥
経
』
の
「
仏
性
者
亦
こ
の
文
に
基
き
、
一
切
衆
生
は
悉
く
一
乗
で
あ
っ
て
、
一
念
の
無
明
に

十
法
界
を
具
す
の
で
、
衆
生
は
悉
く
正
因
仏
性
を
有
す
る
が
、
正
因
仏
性
と
は
理
で
あ
り
、
本
有
の
一
乗
で
あ
る
。
「
非
ご
と
は
数
え

ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
縁
因
仏
性
を
表
す
。
縁
因
仏
性
と
は
福
徳
荘
厳
で
あ
り
、
福
徳
荘
厳
と
は
前
五
度
の
行
を
積
ん
で
身
の
飾
り
と
す

る
こ
と
を
い
う
。
「
非
一
非
非
一
」
と
は
数
と
も
数
で
な
い
と
も
決
定
し
難
い
こ
と
で
、
了
因
仏
性
を
い
う
。
了
因
仏
性
と
は
智
慧
荘
厳

で
、
第
六
度
た
る
智
慧
波
羅
蜜
を
行
じ
て
身
の
飾
り
と
す
る
。
ま
た
、
苦
道
は
正
因
仏
性
、
煩
悩
道
は
了
因
仏
性
、
業
道
は
縁
因
仏
性
で
、

仏
性
は
三
種
に
限
ら
れ
、
因
を
三
種
仏
性
、
果
を
三
徳
浬
藥
と
い
い
、
七
支
の
苦
は
法
性
の
五
陰
な
る
故
、
正
因
仏
性
に
属
し
、
無
明
（
惑
）

を
転
じ
て
明
（
解
）
と
な
す
の
が
了
因
仏
性
、
悪
行
（
悪
・
十
不
善
行
）
を
転
じ
て
善
行
（
善
）
と
な
す
の
が
縁
因
仏
性
で
あ
る
。
ま
た

如
来
種
と
仏
性
と
は
単
な
る
異
名
に
過
ぎ
な
い
。
縁
因
善
心
発
と
は
あ
ら
ゆ
る
善
根
が
一
時
に
開
発
し
、
一
心
に
諸
波
羅
蜜
を
具
す
る
こ

と
で
あ
り
、
了
因
慧
心
発
と
は
大
乗
経
典
を
受
持
等
し
、
あ
ら
ゆ
る
智
慧
が
一
時
に
開
発
し
て
真
無
漏
を
成
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
正
因
理

心
発
と
は
縁
・
了
の
両
因
の
力
で
仏
性
真
心
が
朗
然
と
し
て
円
か
に
顕
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
正
因
の
発
が
法
身
、
了
因
の
発
が
般
若
、

縁
因
の
発
が
解
脱
で
、
こ
の
三
徳
は
不
縦
・
不
横
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
三
観
義
』
『
四
教
義
』
に
お
い
て
、
三
因
仏
性
説
は
ほ
ぼ
説
明
さ
れ
尽
し
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
大
部
に
つ
い
て
、
右
以
外
に
三
因
仏
性
説
と
し
て
新
し
く
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
『
法
華
玄
義
』
で
は
前
述
の
『
浬
藥
経
』
の
文
を

よ

三
軌
の
依
文
と
し
、
三
軌
を
三
仏
性
に
あ
て
て
い
る
ほ
か
、
住
前
を
三
徳
と
し
、
随
っ
て
三
因
仏
性
と
称
ぱ
な
い
で
、
三
因
種
子
と
称
し

て
い
る
。
但
し
、
住
後
を
修
徳
と
し
、
三
因
仏
性
と
称
し
て
い
る
明
瞭
な
例
は
な
い
。
（
引
用
文
Ｄ
）
ま
た
、
三
因
仏
性
に
つ
い
て
、
因

・
果
、
本
有
・
当
有
を
論
じ
て
は
い
る
が
（
引
用
文
Ｃ
）
、
こ
れ
は
体
と
宗
と
を
論
ず
る
上
で
の
引
用
例
で
あ
っ
て
、
ま
だ
明
か
に
一
つ

の
問
題
と
し
て
論
じ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
『
法
華
文
句
』
に
お
い
て
は
、
三
因
仏
性
を
も
っ
て
一
乗
と
す
る
の
は
（
引
用
文
Ｂ
）
正
因
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仏
性
の
承
を
本
有
の
一
乗
と
す
る
に
比
し
て
、
や
や
異
っ
た
趣
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
三
因
仏
性
の
記
荊
の
範
囲
に
つ
い
て
広
狭
を
論

じ
た
り
、
三
因
仏
性
そ
れ
ぞ
れ
が
三
因
仏
性
を
具
す
と
い
う
こ
と
や
、
仏
性
を
五
種
に
分
け
て
記
述
す
る
な
ど
は
新
し
く
見
ら
れ
る
点
で

あ
る
。
『
摩
訶
止
観
』
で
は
菩
薩
・
仏
の
相
・
性
・
体
に
三
因
仏
性
を
あ
て
は
め
る
ほ
か
、
応
身
仏
は
縁
因
よ
り
、
報
身
仏
は
了
因
よ
り
、

法
身
仏
は
正
因
よ
り
生
ず
る
と
い
う
新
し
い
見
解
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

以
上
、
三
大
部
を
通
し
て
ゑ
る
に
、
『
三
観
義
』
『
四
教
義
』
の
三
因
性
説
と
基
本
的
立
場
に
お
い
て
は
相
違
な
い
と
し
て
も
、
修
徳

・
性
徳
の
概
念
が
導
入
さ
れ
、
因
・
果
、
本
有
・
当
有
の
概
念
も
拡
大
さ
れ
、
三
因
仏
性
が
そ
れ
ぞ
れ
三
因
仏
性
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ

三
因
仏
性
が
仏
の
三
身
と
関
連
し
て
説
明
さ
れ
る
な
ど
の
新
し
い
見
解
が
附
加
さ
れ
、
五
仏
性
を
挙
げ
て
、
『
三
観
義
』
の
三
因
仏
性
を

明
か
に
否
定
し
て
い
る
こ
と
と
併
せ
考
え
る
と
、
現
行
の
三
大
部
は
『
三
観
義
』
『
四
教
義
』
よ
り
三
因
仏
性
説
に
つ
い
て
は
後
の
進
ん

だ
思
想
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
観
音
玄
義
』
は
『
法
華
玄
義
』
に
お
い
て
ま
だ
明
瞭
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
性
徳
・
修
徳
の
概
念
を
よ
り
明
確
に
し
、
文
面
上
に
も

修
徳
の
語
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
了
因
種
子
は
果
に
お
い
て
般
若
と
な
る
と
説
か
れ
て
い
た
の
が
、
此
処
で
は
更
に
般
若
の
究

寛
を
智
徳
菩
提
で
あ
る
と
述
べ
、
般
若
の
究
寛
も
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
之
に
加
え
て
、
三
因
仏
性
説
に
関
係
し
て
人
法
の
空
を
観

ず
る
の
も
亦
『
観
音
玄
義
』
の
特
色
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

『
金
光
明
玄
義
』
で
は
三
因
仏
性
が
土
内
の
金
蔵
を
例
と
し
て
巧
拳
に
説
明
さ
れ
、
し
か
も
心
の
生
起
が
即
空
・
即
仮
・
即
中
で
あ
っ

て
、
即
中
は
正
因
仏
性
、
即
空
は
了
因
仏
性
、
即
仮
は
縁
因
仏
性
と
三
観
が
三
因
仏
性
に
よ
せ
て
説
明
さ
れ
る
。
『
観
音
玄
義
』
『
金
光

明
玄
義
』
を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
は
三
因
仏
性
が
観
心
に
応
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
両
疏
は
前
述
の
三
大
部
に
比
し
て
、
三
因

仏
性
の
説
示
に
つ
い
て
は
別
な
考
え
方
を
有
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
、
智
顔
の
撰
・
説
に
つ
い
て
三
因
仏
性
を
検
討
し
来
る
時
、
『
三
観
義
』
『
四
教
義
』
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
見
る
場
合
、

三
大
部
は
別
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
『
観
音
玄
義
』
『
金
光
明
玄
義
』
は
更
に
別
の
グ
ル
ー
プ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
智
顔
の
撰

・
説
は
三
因
仏
性
に
つ
い
て
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
挙
げ
た
文
献
の
中
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
三
観
義
』
『
四
教
義
』
は
『
維
摩
経
玄
義
』
か
ら
離
出
し
た
も
の
で
、
且
つ
同

玄
義
は
開
皇
十
五
年
（
繩
）
晋
王
に
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
頃
、
智
顔
に
よ
っ
て
親
撰
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
『
法
華

文
句
』
は
禎
明
元
年
（
糊
）
の
開
講
、
『
法
華
玄
義
』
は
開
皇
十
三
年
（
細
）
の
開
講
、
『
摩
訶
止
観
』
は
開
皇
十
四
年
（
剛
）
の
開
講

で
あ
っ
て
、
三
大
部
の
何
れ
も
『
維
摩
経
玄
義
』
の
撰
述
よ
り
早
い
の
で
あ
る
が
、
如
上
見
て
来
た
よ
う
に
三
因
仏
性
説
に
つ
い
て
は

『
維
摩
経
玄
義
』
よ
り
説
明
内
容
が
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
三
大
部
中
の
三
因
仏
性
説
は
少
く
と
も
開
皇
十
五
年
以
降
、

恐
ら
く
は
智
韻
示
寂
（
糊
）
後
の
し
か
も
あ
ま
り
遅
く
な
い
時
期
に
整
理
し
、
記
録
さ
れ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
『
金

光
明
玄
義
』
や
『
観
音
玄
義
』
に
見
ら
れ
る
三
因
仏
性
説
は
『
三
観
義
』
や
『
四
教
義
』
と
は
勿
論
、
三
大
部
に
比
し
て
も
大
い
に
そ
の

記
述
の
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
か
ら
、
筆
録
の
時
期
も
三
大
部
よ
り
下
り
、
三
大
部
の
記
録
者
と
『
金
光
明
玄
義
』
や
『
観
音
玄
義
』
の

記
録
者
と
は
同
一
人
物
と
ゑ
る
の
は
大
変
困
難
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
異
る
人
物
と
想
像
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〔
註
〕（
１
）
非
で
は
意
味
が
通
じ
難
い
。
恐
ら
く
、
非
は
法
華
玄
義
五
下
（
正
。
三
十
三
・
七
四
一
・
中
）
を
参
照
す
る
に
如
の
字
で
あ
ろ
う
か
。
さ
す
れ
ば

如
是
数
法
故
と
な
る
が
、
そ
の
意
味
は
『
法
華
玄
義
講
義
』
第
五
巻
（
仏
教
大
系
本
第
三
巻
五
七
八
頁
に
「
縁
起
の
理
通
ず
れ
ば
一
多
無
磯
な
る
を

い
う
」
と
あ
る
。
『
玄
義
』
五
下
を
参
照
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
２
）
卍
続
蔵
経
台
湾
版
第
九
九
冊
四
十
五
紙
オ
ー
ゥ
。

（
３
）
南
本
大
般
浬
藥
経
巻
第
二
十
五
（
正
・
一
二
。
七
七
○
中
Ｉ
下
）
こ
の
箇
所
に
お
け
る
浬
藥
経
の
文
は
一
連
の
文
で
あ
る
。
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（
巧
）
妙
法
蓮
華
経
巻
第
二
（
正
。
九
・
一
七
・
中
）
但
し
経
文
は
「
此
実
我
子
我
実
其
父
」
と
あ
る
。

（
咽
）
妙
法
蓮
華
経
巻
第
二
（
正
。
九
・
十
一
・
中
）
但
し
経
文
は
「
我
昔
教
汝
志
願
仏
道
」
と
あ
る
。

（
Ⅳ
）
妙
法
蓮
華
経
巻
第
四
（
正
。
九
・
二
九
・
上
）

（
焔
）
妙
法
蓮
華
経
巻
第
六
（
正
・
九
・
五
○
・
下
）

（
明
）
こ
の
文
は
法
華
経
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
證
真
は
法
華
玄
義
私
記
巻
第
五
末
（
講
談
社
版
大
日
本
仏
教
全
書
第
四
巻
一
八
九
亘
必

に
「
玄
是
時
四
衆
読
調
衆
経
等
者
。
間
経
文
不
見
四
衆
諦
経
等
。
答
四
衆
既
是
内
衆
。
必
応
議
経
等
故
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
”
）
前
項
に
同
じ
く
、
経
に
は
見
え
な
い
が
、
證
真
は
前
引
の
四
衆
謝
経
等
の
等
に
含
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（
４
）
大
智
度
論
巻
第
五
（
正
。
二
五
・
一
○
○
中
）
の
文
の
取
意
で
あ
る
。
文
は
次
の
如
き
で
あ
る
。

十
二
因
縁
生
法
。
種
種
法
門
能
巧
説
。
煩
悩
業
事
法
次
第
展
転
相
続
生
。
是
名
二
十
二
因
縁
一
。
是
中
無
明
愛
取
三
事
名
二
煩
悩
一
。
行
有
二
事
名
為
し

業
。
余
七
分
名
為
二
体
事
一
。
（
中
略
）
是
略
説
二
三
事
煩
悩
業
苦
一
。

（
５
）
南
本
大
般
浬
藥
経
巻
第
二
十
五
（
正
。
一
二
・
七
六
八
中
）

（
６
）
南
本
大
般
浬
藥
経
巻
第
二
十
五
（
正
。
一
二
・
七
六
八
上
）
の
文
の
取
意
で
あ
る
。
文
は
次
の
如
き
で
あ
る
。

復
次
善
男
子
。
生
死
本
際
凡
有
二
三
種
一
。
一
者
無
明
。
二
者
有
愛
。
是
二
中
間
則
有
二
生
老
病
死
之
苦
一
。
是
名
二
中
道
一
。
如
し
是
中
道
能
破
二
生
死
一
。

故
名
為
し
中
。
以
一
是
義
一
故
。
中
道
之
法
名
為
二
仏
性
一
。

（
７
）
卍
続
蔵
経
台
湾
版
第
九
九
冊
四
十
五
紙
ウ
ー
四
十
六
紙
オ

（
８
）
維
摩
詰
所
説
経
巻
中
（
正
。
十
四
・
五
四
九
上
）

（
９
）
同
前
（
正
。
十
四
・
五
四
九
・
中
）

（
皿
）
同
前
（
正
。
十
四
・
五
四
九
・
中
）

（
ｕ
）
卍
続
蔵
経
台
湾
版
第
九
九
冊
四
十
六
紙
オ

（
理
）
正
四
六
・
七
六
二
下
’
七
六
三
上

な
お
、
こ
の
文
は
維
摩
経
玄
疏
巻
第
四
（
正
。
三
八
・
五
四
一
上
）
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
で
あ
る
。

（
過
）
こ
の
通
り
の
文
は
法
華
経
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
方
便
品
に
は
「
無
有
余
乗
唯
一
仏
乗
」
（
正
。
九
・
七
・
｝
凸
と
あ
り
、

又
同
経
巻
第
二
唇
輸
品
に
は
「
十
方
諦
求
更
無
余
乗
」
（
正
。
九
・
十
五
・
上
）
と
あ
っ
て
、
両
者
を
合
し
て
一
文
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

正
。
三
三
・
七
四
一
・
中
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両
者
の
文
の
比
較
に
よ
っ
て
、
註
１
の
如
く
、
「
非
」
は
「
如
」
の
写
誤
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
た
。

妙
法
蓮
華
経
巻
第
二
（
正

妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
（
正

正
・
三
三
・
七
九
四
・
下 （正

法
華
玄
義
講
義
第
九
（
仏
教
大
系
本
第
五
二
四
一
頁
）

正
．
三
三
・
七
九
四
・
下
。

正
。
三
三
・
七
九
六
・
上

正
・
三
四
・
五
七
・
上

正
。
十
四
・
五
四
九
・
中

正
・
十
四
・
五
四
九
・
上

正
・
十
四
・
五
四
二
・
中

正
．
九
・
一
九
・
中

正
．
九
・
九
・
中

正
・
三
四
・
九
四
・
中
Ｉ
下

正
。
三
四
・
五
八
・
上

正
・
九
・
九
・
中

正
。
三
四
・
九
四
・
中
Ｉ
下

正
。
九
・
九
・
上

正
。
三
四
・
九
七
・
上

正
。
九
・
四
三
・
上

正
・
三
四
・
一
四
○

一
四
○

正
。
九
・
四
二
・
下

正
・
三
四
・
一
三
○
・
中

正
・
三
四
・
一
三
四
・
中
Ｉ
下

・
下

九
・
一
二
・
中
）
但
し
経
に
は
「
長
者
諸
子
。
若
十
。
二
十
。
或
乃
三
十
」
と
あ
る
。

（
正
九
・
五
・
下
）

但
し
経
に
は
「
菩
薩
行
五
無
間
而
無
悩
悉
」
と
あ
る
。

但
し
経
に
は
「
諸
仏
知
二
一
切
衆
生
畢
寛
寂
滅
一
即
浬
薬
相
不
二
復
更
減
一
」
と
あ
る
。
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附
記本
稿
は
昭
和
五
十
四
年
九
月
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
三
十
回
学
術
大
会
に
お
い
て
同
題
に
て
発
表
し
た
研
究
に
資
料
を
加
え
、
敷
荷
し
た
も
の
で

あ
る
。
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（
記
）
正
。
三
九
・
八
・
上
Ｉ
中

（
妬
）
正
。
十
二
・
七
六
八
・
中

五
仏
性
に
つ
い
て
は
三
論
略
章
（
卍
続
蔵
経
台
湾
版
九
七
冊
二
九
二
紙
オ
下
）
に
常
解
云
。
仏
性
有
し
五
。
一
縁
因
仏
性
。
二
了
因
仏
性
。
三
正
因

仏
性
。
四
果
仏
性
。
五
果
果
仏
性
。
と
あ
り
、
南
北
朝
時
代
か
ら
購
代
に
か
け
て
一
般
的
に
五
仏
性
が
説
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
三
論

略
章
は
吉
蔵
の
諸
疏
か
ら
の
抄
出
と
い
わ
れ
て
い
る
。
（
卍
統
蔵
経
台
湾
版
九
七
冊
二
九
六
紙
ウ
上
）
叉
、
常
盤
大
定
著
「
仏
性
の
研
究
」
二
○
八

正
・
三
九
・
四
・
上

正
・
三
九
・
八
・
上

は
触
れ
な
い
で
お
く
。

頁
参
照
。

前
項
に
同
じ

前
項
に
同
じ

正
。
三
四
・
八
八
○
・
中

正
・
三
四
・
八
八
○
・
下

正
・
十
二
・
七
七
○
・
中

正
。
三
四
・
八
七
八
・
中
’
八
七
九
・
上

正
。
三
四
・
八
七
八
・
中

正
。
三
四
・
八
七
七
・
下
’
八
七
八
・
上

正正
● ●

四四
六六
、● ●

六五

七三
● ●

上下
な
お
、
引
用
文
Ｂ
、
Ｃ
に
つ
い
て
は
古
来
か
ら
真
偽
に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
今
は
こ
の
問
題
に

但
し
経
文
に
は
此
の
文
は
な
く
、
取
意
に
よ
っ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
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